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第131号

 

安
全
祈
願
祭
を
開
催

〜
今
年
度
の
無
事
故
・
無
災
害
を
誓
う
〜

　

7
月
6
日
、
天
竜
建
設
業
協
会
と
建

災
防
天
竜
分
会
は
、
秋
葉
神
社
上
社
に

お
い
て
安
全
祈
願
祭
を
開
催
し
、
工
事

事
故
の
根
絶
を
誓
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
対
策
の
た
め
、
長
谷
川
会
長
以
下
の

役
員
等
に
よ
る
少
人
数
で
実
施
し
、
工

事
現
場
で
の
事
故
防
止
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
を
徹
底

し
、
無
事
故
・
無
災
害
で
業
務
が
推
進

で
き
る
よ
う
安
全
祈
願
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
安
全
大
会
は
中
止

と
し
、
表
彰
式
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
優
良
事
業
所
と
し
て
（
株
）
神
谷

土
木
、
森
吉
組
（
株
）、
エ
フ
・
正
光

建
設
（
株
）
の
3
社
と
安
全
標
語
優
秀

作
品
3
点
を
表
彰
し
ま
し
た
。

◆
注
意
で
す
!
ウ
イ
ル
ス
・
三
密
・
危

険
箇
所 

全
て
回
避
で
無
災
害

（
太
田 

一
成　

㈱
天
竜
ア
キ
ヤ
マ
）

◆「
ま
あ
い
い
か
」そ
れ
が
危
険
の
分
岐
点

（
松
本 

博
文　

㈱
天
竜
ア
キ
ヤ
マ
）

◆
ま
あ
い
い
や 

そ
ん
な
気
持
ち
が 

命
と
り 

初
心
に
も
ど
っ
て 

安
全
確
認

（
柏
崎 

喜
代
美　

㈱
森
下
組
）

 

行
政
機
関（
国
、
県
、
市
）
と
の

意
見
交
換
会
開
催

 

〜
公
共
事
業
費
の
安
定
的
・
継
続
的
確
保
を
要
望
〜

　

5
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
国
、
静
岡

県
、
浜
松
市
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
協
会
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
影
響
も
あ
り
先
行
き
が
不
透
明
な

中
、
天
竜
地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る

重
要
な
使
命
を
担
う
協
会
員
が
健
全
で

安
定
し
た
経
営
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

公
共
事
業
予
算
の
持
続
的
・
安
定
的
な

確
保
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
限
ら

れ
た
人
材
や
資
機
材
を
計
画
的
、
効
率

的
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
働
き

方
改
革
に
合
わ
せ
、
適
正
な
工
期
設

定
と
施
工
時
期
の
平
準
化
に
つ
い
て
要

望
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
天
竜
区
内
は
中
山
間
地
特
有

の
現
場
が
多
く
、
こ
う
し
た
現
場
に
精

通
し
て
い
る
会
員
の
知
識
・
経
験
を
発

注
時
の
設
計
・
積
算
に
積
極
的
な
活
用

を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
例
年
要
望
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年

度
は
、
現
時
点
で
県
浜
松
土
木
事
務
所

天
竜
支
局
（
9
箇
所
）
と
県
西
部
農
林

事
務
所
天
竜
農
林
局
（
1
箇
所
）
か
ら

の
依
頼
が
あ
り
、
該
当
地
区
の
会
員
を

派
遣
し
技
術
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

 

「
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
作
業

 

特
別
教
育
」
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

〜
高
所
作
業
に
お
け
る
安
全
確
保
〜

　

平
成
31
年
2
月
に
施
行
さ
れ
た
労
働

安
全
衛
生
法
施
行
に
よ
り
、
高
所
作
業

に
お
い
て
「
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
墜
落
制

止
用
器
具
」
の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ

 

定
時
総
会
の
書
面
決
議
に
つ
い
て

　

令
和
3
年
5
月
21
日
開
催
予
定
の
定

時
総
会
は
、
当
日
の
大
雨
に
よ
る
国
道

1
5
2
号
線
の
通
行
止
め
や
災
害
発
生

時
の
対
応
を
考
慮
し
て
急
き
ょ
開
催
を

中
止
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
県
西
部

地
域
に
急
増
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

総
会
開
催
を
見
あ
わ
せ
、
一
般
社
団
法

人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律

第
58
条
第
1
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
総

会
の
決
議
を
省
略
し
書
面
決
議
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
第
1
号
議
案
令
和
2

年
度
事
業
報
告
の
承
認
に
つ
い
て
及
び

第
2
号
議
案
決
算
の
承
認
に
つ
い
て 

を

長
谷
川
会
長
よ
り
全
会
員
に
提
案
書
と

し
て
送
付
し
、
同
意
の
可
否
を
求
め
た

と
こ
ろ
、
6
月
8
日
に
全
会
員
か
ら
の

同
意
の
回
答
を
い
た
だ
き
総
会
の
決
議

が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

上
期協

会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

秋葉神社上社での安全祈願祭
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災
害
危
険
個
所
調
査
の
実
施

県
・
市 

土
木
事
務
所
に
報
告

　

企
画
青
年
委
員
会
は
、
災
害
発
生

の
恐
れ
の
あ
る
危
険
箇
所
の
調
査
を
、

5
月
中
旬
か
ら
6
月
初
旬
に
か
け
て
、

管
内
5
地
区
（
天
竜
・
龍
山
・
春
野
・

佐
久
間
・
水
窪
）
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
静
岡
県
浜
松
土
木

事
務
所
天
竜
支
局
か
ら
の
協
力
依
頼

を
受
け
て
平
成
28
年
度
か
ら
始
め
た

も
の
で
、
今
回
で
6
年
目
と
な
り
ま
し

た
。

　

毎
回
、
前
年
度
の
危
険
度
A
判
定
箇

所
（
危
険
度
大
：
早
期
の
現
場
確
認
が

必
要
）
の
再
点
検
と
、
新
た
な
箇
所
で

の
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
天
竜
地
区
に
お
い
て
、
頻

発
し
て
い
る
国
道
1
5
2
号
線
の
災

害
発
生
に
伴
い
迂
回
路
と
し
て
の
重

要
性
が
増
し
て
い
る
龍
山
地
区
の
瀬

尻
橋
か
ら
下
流
左
岸
の
大
輪
天
竜
線

雲
名
橋
ま
で
の
11
．
6
k
m
を
歩
い
て

調
査
し
た
結
果
、
二
ヶ
所
の
危
険
箇
所

を
発
見
。
路
線
全
体
と
し
て
継
続
的
な

路
側
の
清
掃
や
修
繕
、
待
機
場
所
の

整
備
、
山
側
法
面
の
定
期
的
な
点
検
、

小
落
石
な
ど
法
面
異
常
の
予
兆
を
見

ま
し
た
。
3
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、

令
和
4
年
1
月
2
日
か
ら
完
全
義
務
化

さ
れ
る
こ
と
を
受
け
当
協
会
に
お
い
て

講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

講
習
内
容
は
、
前
半
は
、
墜
落
制
止

用
器
具
に
関
す
る
知
識
や
労
働
災
害
防

止
に
関
す
る
知
識
な
ど
の
座
学
を
実

施
、
後
半
は
実
技
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
人
員
は
、
会
員
20
名
、
非
会
員

7
名
の
計
27
名
で
、
実
施
し
ま
し
た
。

逃
さ
な
い
取
組
み
の
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
報
告
件
数
と
し
て
は
、

県
浜
松
土
木
事
務
所
天
竜
支
局
へ
47

件
（
天
竜
8
、
龍
山
1
、
春
野
29
、
佐

久
間
2
、
水
窪
7
）、
浜
松
市
天
竜
土

木
整
備
事
務
所
へ
96
件
（
天
竜
34
、
龍

山
25
、
春
野
6
、
佐
久
間
20
、
水
窪

11
）
の
全
1
4
3
件
で
し
た
。

　

各
地
区
か
ら
提
出
さ
れ
た
こ
れ
ら
の

調
査
報
告
は
、
河
川
・
道
路
と
管
理
者

別
に
委
員
が
整
理
製
本
し
、
柏
崎
委
員

長
が
説
明
を
含
め
県
・
市
土
木
へ
報
告
、

危
険
箇
所
の
事
前
把
握
と
応
急
復
旧
へ

の
活
用
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

こ
の
危
険
個
所
調
査
は
、
近
年
増
え

続
け
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
災
害
の
未
然
予

防
対
策
や
、
地
域
の
安
心
安
全
に
繋

が
る
活
動
と
し
て
今
後
も
活
動
を
継
続

し
、
ま
た
協
会
員
の
繋
が
り
を
通
し
て

協
会
活
動
が
更
に
盛
り
上
が
る
事
を
期

待
し
ま
す

フルハーネス講習会（座学）

災害危険個所調査風景

フルハーネス講習会（実技）
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▼
天
竜
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

　

県
の
出
先
機
関
で
あ
る
西
部
農
林
事

務
所
天
竜
農
林
局
が
取
組
を
始
め
た

〝
天
竜
〞
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

天
竜
地
域
に
は
、
お
茶
を
は
じ
め
と

す
る
農
産
物
、
全
国
に
名
を
馳
せ
た
天

竜
美
林
か
ら
産
出
さ
れ
る
「
天
竜
材
」、

水
、
緑
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
、

ま
た
そ
れ
を
支
え
る
人
々
が
お
り
、
そ

れ
ら
に
よ
り
魅
力
的
な
地
域
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
〝
天
竜
〞
の
地

域
を
情
報
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多

く
の
人
に
天
竜
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
地
域
と
し
て
の
価
値
を
高
め
、〝
天

竜
〞
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
で
、

こ
の
地
域
の
農
林
産
物
の
価
値
の
向
上

を
図
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
百
貨
店
な
ど
で
「
北
海
道
展
」

を
開
催
す
る
と
多
く
の
人
が
集
ま
り
、

農
産
物
や
海
産
物
、
加
工
品
等
が
よ
く

売
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
北
海
道
の

農
水
産
物
の
品
質
が
良
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、〝
北
海
道
〞
と
い
う

名
前
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
の
力
が
非
常
に

大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
産
物
そ
の
も
の
の
価

値
に
加
え
、
生
産
さ
れ
た
場
所
の
名
前

が
も
つ
印
象
が
、
商
品
を
選
択
す
る
際

の
大
き
な
要
素
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
地
域
に
お
い
て
も
〝
天
竜
〞
の
魅

力
を
情
報
発
信
し
、
多
く
の
人
に
〝
天

竜
〞
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

「 

〝
天
竜
〞
の
○
○
な
ら
い
い
ね
。」
と

い
う
よ
う
に
〝
天
竜
〞
の
モ
ノ
や
コ
ト

を
選
択
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
な
農
林
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

と
い
い
ま
す
と
、
地
域
の
特
産
品
を
PR

し
、
そ
の
商
品
自
体
を
地
域
の
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
売
り
込
ん
で
い
く
と
い
う
手

法
を
取
り
ま
す
が
、
今
回
の
取
組
は
こ

の
よ
う
な
も
の
と
は
違
い
、
地
域
全
体

を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

農
林
産
物
全
体
の
底
上
げ
を
図
り
、
地

域
全
体
を
元
気
に
し
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
〝
天
竜
〞
を
確
立
し
、
地

域
の
農
林
業
と
天
竜
全
体
を
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。

▼
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て

　

今
回
の
取
組
は
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・

ジ
ャ
ン
プ
の
3
段
階
で
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

ま
ず
ホ
ッ
プ
と
し
て
、
天
竜
の
魅
力
の

現
状
分
析
と
評
価
を
行
い
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
や
戦
略
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

次
に
、
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
ホ
ッ
プ

で
検
討
し
た
結
果
を
元
に
、
身
近
な
浜

松
市
内
や
天
竜
川
下
流
の
市
町
へ
働
き

か
け
を
行
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
全
県
、
全
国
、
そ
し
て
世

界
中
へ
と
夢
は
大
き
く
広
げ
て
ジ
ャ
ン

プ
し
ま
す
。

　

こ
の
取
組
を
進
め
、
情
報
発
信
を
担

う
組
織
と
し
て
、
天
竜
農
林
局
の
各

課
か
ら
選
出
さ
れ
た
8
名
の
職
員
に
よ

る
、「
天
竜
農
林
局
広
報
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

▼
「
天
竜
農
林
局
広
報
委
員
会
」

　

現
在
広
報
委
員
会
で
は
、
ホ
ッ
プ
の

取
組
と
し
て
、
天
竜
の
持
つ
魅
力
や
素

材
の
収
集
、
整
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

天
竜
農
林
局
の
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

日
々
の
業
務
を
通
じ
て
見
聞
き
し
、「
い

い
な
ぁ
」
と
感
じ
た
農
業
や
林
業
の
風

景
、
四
季
折
々
の
自
然
、
歴
史
や
文
化
、

グ
ル
メ
、
映
画
や
小
説
の
聖
地
な
ど
を

写
真
で
集
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
団
体
が
作

天
竜
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

特 
集
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成
し
て
き
た
地
域
紹
介
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
も
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
集
め
た
資
料
を
整
理
分
析
し
、

戦
略
の
検
討
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。

 　

ま
た
、
広
報
委
員
の
メ
ン
バ
ー
は
農

林
業
の
職
員
も
い
ま
す
が
、
総
務
や
治

山
・
林
道
の
工
事
を
担
当
し
て
い
る
職

員
も
お
り
、
必
ず
し
も
天
竜
の
農
林
産

物
に
詳
し
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
自
ら
が
天
竜
の
農
林
産
物
を
深

く
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
茶

の
振
興
を
担
当
し
て
い
る
職
員
が
厳
選

し
た
天
竜
地
域
で
生
産
さ
れ
た
お
茶
を

十
種
ほ
ど
集
め
て
、〝
山
の
お
茶
飲
み

比
べ
〞
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
天
竜
茶

の
特
徴
で
あ
る
標
高
の
高
さ
や
寒
暖
差

か
ら
作
り
出
さ
れ
る
味
わ
い
を
、
他
地

域
の
山
の
お
茶
で
あ
る
本
山
茶
な
ど
も

加
え
て
比
較
し
、
特
徴
を
学
ぶ
機
会
と

し
ま
す
。
結
果
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
情
報
発
信
し
ま
す
。

　

資
料
の
収
集
分
析

や
勉
強
会
を
進
め
な

が
ら
、
ス
テ
ッ
プ
に

向
け
た
戦
略
の
検
討

を
重
ね
て
い
き
ま

す
。

▼
様
々
な
団
体
等
と
の
連
携

　

ま
た
、
情
報
発
信
は
、
浜
松
市
を
は

じ
め
、
管
内
の
様
々
な
団
体
や
人
た
ち

に
も
連
携
を
呼
び
か
け
、
一
緒
に
進
め

て
い
く
予
定
で
す
。

　

す
で
に
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
会
北
遠
支
部
の
皆
様
に
、〝
W 

E 

L
O
V
E 

天
竜
〞
の
ミ
ニ
の
ぼ
り
を
配

布
し
、
道
の
駅
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
店
舗
施
設
で
地
域
の
魅
力
を
発
信

し
も
ら
お
う
と
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
天
竜
商
工
会
、
天
竜
区
観

光
協
会
、
天
竜
森
林
管
理
署
、
管
内
森

林
組
合
、
林
業
事
業
体
、
JA
遠
州
中
央
、

天
竜
浜
名
湖
鉄
道
（
株
）
等
に
も
働
き

か
け
、
一
緒
に
取
組
を
進
め
て
い
こ
う

と
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

▼
天
竜
建
設
業
協
会
と
の
連
携

　

様
々
団
体
と
の
連
携
の
中
で
、
天
竜

建
設
業
協
会
様
に
も
今
回
の
取
組
に
共

感
し
て
頂
き
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
お
借
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
天
竜
材
PR
ロ
ゴ
マ
ー
ク
マ
グ

ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
「
天
の
竜
が
育
て

た
木
」
の
工
事
車
両
等
へ
の
掲
示
に
ご

協
力
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
昨
年
度
県
立
天
竜
高

等
学
校
の
協
力
を
得
て
作
成
し
た
も
の

で
、
4
種
類
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
お
好
み

で
お
使
い
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
8
月
25
日
に
は
長
谷
川
会
長

と
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
〝
天
竜
〞
が
日
本
中
、
世
界
中
で
一

目
お
か
れ
る
地
域
に
な
る
よ
う
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問い合わせ先
　西部農林事務所天竜農林局 森林整備課　053-926-2314
　ホームページ　http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-780/index.html

天竜農林局長から長谷川協会長へマグネットシートの贈呈

協会公用車にマグネットシート貼付
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か
ん
と
く
さ
ん

か
ん
と
く
さ
ん

　

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

本
年
度

で
三
遠
南
信
自
動
車
道
整
備
事
務
所
に

配
属
さ
れ
て
5
年
目
と
な
り
ま
し
た
。 

当

事
務
所
は
国
直
轄
の
三
遠
南
信
自
動
車

道
の
一
部
に
あ
た
る
（
国
）
1
5
2
号
（
池

島

̶

大
原
）
の
現
道
改
良
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

担
当
業
務
は
、 

道
路
・
橋
梁
・
防
災

事
業
に
係
る
設
計
業
務
と
工
事
の
発
注

お
よ
び
監
理
業
務
で
す
。

　

こ
の
事
業
に
は
、 

道
路
工
事
に
関
連
す

る
エ
種
が
凝
縮
さ
れ
て
い
て
、 

覚
え
る
こ

と
、 

勉
強
す
る
こ
と
が
多
く
、 

苦
労
が
絶

え
ま
せ
ん
が
自
分
が
土
木
技
術
者
と
し

て
成
長
で
き
る
と
思
う
と
や
り
が
い
も

感
じ
て
い
ま
す
。

　

三
遠
南
信
自
動
車
道
の
整
備
効
果
は
三

遠
南
信
地
域
へ
の
高
速
サ
ー 

ビ
ス
の
提

供
、 

地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
支
援
、 

災
害
に
強
い
道
路
網
の
構
築
を
掲
げ
て
お

り
ま
す
。 

そ
の
実
現
に
向
け
て
、 

天
竜
建
設

業
協
会
の
皆
様
に
は
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、 

引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

浜松市土木部天竜土木整備事務所
三遠南信自動車道整備事務所

髙井　竜太

　

天
竜
区
二
俣
町
に
今
年
6
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
I
C
E
C
R
E
A
M
&
C
R
A
F
T

の
お
店
「
包
商
店
」
に
伺
い
ま
し
た
。
毎

週
金
曜
日
か
ら
日
曜
日
の
み
の
オ
ー
プ
ン

と
な
る
こ
ち
ら
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
、

い
つ
も
完
売
し
て
し
ま
う
程
の
人
気
。
当

日
も
、
遠
方
か
ら
高
速
道
路
を
走
っ
て
き

た
と
言
う
お
客
さ
ん
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

私
は
、
今
回
は
4
種
類
の
フ
レ
ー
バ
ー

を
頂
き
ま
し
た
。

　

赤
紫
蘇
f
e
a
t
梅
酢
は
自
家
製
梅
酢

で
仕
込
ん
だ
赤
紫
蘇
を
使
用
し
て
お
り
、

◆
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の 

包
商
店
◆

気
分
を
ス
ッ
キ
リ
と
さ
せ
て
く
れ
る
、
ジ

メ
ジ
メ
と
し
た
暑
い
日
に
は
嬉
し
い
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
で
し
た
。

　

ほ
う
じ
チ
ャ
イ
は
、
口
に
含
む
と
最
初

は
ほ
う
じ
茶
、
次
第
に
チ
ャ
イ
を
感
じ
ら

れ
る
、
香
り
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
愉
し

め
ま
し
た
。

　

緑
茶
と
塩
っ
気
黒
豆
は
、
濃
厚
な
緑
茶

の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
中
に
も
塩
気
を
感

じ
る
よ
う
な
、
爽
や
か
な
お
味
で
し
た
。

　

最
後
は
迷
い
に
迷
っ
て
決
め
た
、
店
主

お
す
す
め
の
ガ
リ
ガ
リ
ガ
ー
リ
ッ
君
。
毎

日
味
見
す
る
程
癖
に
な
る
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
共
感
!
ス
キ
ム

ミ
ル
ク
や
蜂
蜜
の
甘
み
か
ら
、
ほ
ん
の
り

と
優
し
く
ニ
ン
ニ
ク
の
香
り
が
し
て
絶
品

で
す
。

　

他
に
も
、
間
引
き
人
参
、
酒
か
す
と
日

本
酒
、
カ
ツ
ダ
モ
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の

フ
レ
ー
バ
ー
が
あ
り
、
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は

毎
週
変
わ
る
そ
う
で
す
。
こ
ち
ら
は
全
て

パ
テ
ィ
シ
エ
の
方
が
作
ら
れ
て
い
る
そ
う

で
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
枠
を
超
え
た
よ

う
な
、
優
雅
な
ス
イ
ー
ツ
を
堪
能
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
差
し
が
た
っ
ぷ
り
入
る
お
洒
落
で
明

る
い
店
内
は
、
こ
れ
か
ら
更
に
広
く
な
る

そ
う
で
、
ど
の
よ
う
な
空
間
が
出
来
上
が

る
の
か
、
そ
ち
ら
も
楽
し
み
で
す
。

広
報
委
員　

道
林 

尚
人

お知らせ

「2021年3月に公開された『シン・エヴァン
ゲリオン劇場版 :||』の中で登場した“第3村”
のモデルとなった天竜浜名湖鉄道の天竜二
俣駅の転車台や鉄道歴史館などの特集記事
が静岡県建設業協会広報誌「けんせつ静岡」
のわが町ウォッチングで掲載されています。
ご興味のある方はこちらのURLからご覧く
ださい。
https://sizkk-net.or.jp/magazine/ 
（広報誌-静岡県建設業協会 (sizkk-net.or.jp））
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コ
ロ
ナ
禍
で
生
ま
れ
た
現
象
の一つ
、
ウ
ッ
ド

シ
ョッ
ク
―
。
今
年
3
月
ご
ろ
か
ら
住
宅
建
設

業
界
で
騒
が
れ
出
し
た
現
象
で
、
聞
き
及
ん
で

い
る
方
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
住
宅
の
柱

や
梁
、
土
台
な
ど
に
使
う
木
材
の
需
給
が
ひ
っ

迫
、
木
材
不
足
か
ら
価
格
が
高
騰
し
て
住
宅

市
場
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

木
材
需
要
の
6
割
以
上
を
輸
入
に
頼
っ
て

い
る
日
本
の
現
状
を
背
景
に
、
①
米
国
の
超

低
金
利
住
宅
ブ
ー
ム
②
中
国
の
好
景
気
住
宅

需
要
③
世
界
的
な
巣
ご
も
り
需
要
か
ら
の
木

材
輸
入
用
コ
ン
テ
ナ
不
足
―
な
ど
が
複
合
的

に
絡
み
合
い
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
ゆ
え
の
現
象
と
言
え

ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
が
ぜ
ん
注
目
さ
れ
る
の
が
国
産

材
で
す
。
当
初
は
「
ウ
ッ
ド
チ
ャ
ン
ス
」
と
も

言
わ
れ
、
停
滞
を
続
け
る
木
材
産
業
の
起
爆

剤
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
、
県
内

統
計
で
4
〜
6
月
期
の
木
造
建
築
着
工
数
は

増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
従
事
者
の

減
少
や
高
齢
化
な
ど
林
業
・
木
材
産
業
が
抱

え
る
問
題
は
根
深
く
、
こ
う
し
た
急
激
な
需

要
へ
の
対
応
が
難
し
い
と
い
う
の
が
現
状
の
よ

う
で
す
。

　

ウ
ッ
ド
シ
ョッ
ク
は
あ
く
ま
で
も
暫
定
的
な
現

象
で
、
い
ず
れ
近
い
う
ち
に
解
消
さ
れ
る
と
い

う
見
方
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
〝
手
打
ち
〞

と
す
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
提
起
さ
れ
た
問

題
と
し
て
考
え
る
機
会
を
得
た
と
捉
え
、
そ

れ
こ
そ
が
チ
ャ
ン
ス
（
機
会
）
と
し
た
い
も
の

で
す
。
ブ
ラ
ン
ド
「
天
竜
材
」
を
生
か
す
た

め
に
も
。

最
近
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　
　
　
「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」

建設ギャラリー

工事名称   令和元年度土木施設災害復旧事業 
　　　　　　 (市)水窪白倉川線外1路線道路災害復旧工事(30災第13号)
工　　期   令和 元年 9月 20日 ～ 令和3年 7月 30日
発 注 者   浜松市
施工業者　 天龍土建工業(株)
工事箇所   浜松市天竜区水窪町奥領家地内
工事概要   復旧延長L=312.8　堆積土砂撤去工V=4,600 植生マット工A=10,900 
　　　　　　 コンクリートブロック積工A=222 床固工N=2　カルバート工N=2 
　　　　　　 渓流水路工A=1,400　路側防護柵工L=172

　本工事は、平成30年7月7日に発生した土石流により破損・埋塞した(市)水窪白倉川線及び(市)水窪有本
線に対して、通行する際の安全確保を図るため災害復旧工事を実施するものでした。
　現場は流木混じりの土砂が堆積していた為、先ずは現地で流木と土砂に分別し、仮置き場まで運搬しま
した。その内、残土については最終処分地(渡ケ島地内)片道60kmの遠隔地まで搬出を行いました。残土運
行中の令和2年7月上旬に、運行ルートで災害が発生し、一時不通となってしまうアクシデントに直面しまし
た。その間発注者と協議し、現場近くに仮置き場を確保し、残土を仮置きする事で、現場内の工事を進捗さ
せ乗り切る事が出来ました。
　災害に関連し、斜面上部で治山事業も同時期に進行しており、施工時期が干渉する等の問題や、梅雨前
線豪雨による影響を受ける等の問題がありましたが、それらの問題をクリアし、最後に地元自治会から感謝
状を頂きました。
 発注者の理解と下請け業者の協力もあり、工期が12カ月を超える長期でしたが、無事故で工事を完了する
事が出来ました。

着手前 完成
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私
の
家
族
は
、
妻
と
小
学
2
年
生
の
長
男
と
、
小
学
1

年
生
の
次
男
の
4
人
で
す
。
約
9
年
前
ま
で
は
春
野
で
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
親
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
天
竜
区
山

東
へ
越
し
ま
し
た
。
長
男
は
テ
レ
ビ
番
組
で
得
た
情
報
や

知
識
を
得
意
気
、
に
話
し
て
く
れ
ま
す
が
、
正
し
く
覚
え

ら
れ
な
い
の
で
怪
し
い
な
と
思
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
次
男
は
、
ト
ラ
ン
プ
で
ゲ
ー
ム
を
す
る
と
負
け
た
く

な
く
て
、
相
手
に
と
ら
れ
そ
う
に
な
る
と
カ
ー
ド
を
押
さ

え
て
し
ま
い
ま
す
。
今
は
夏
休
み
中
な
の
で
、
家
の
中
を

走
り
回
っ
た
り
、
テ
レ
ビ
に
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
い
「
宿

題
を
や
り
な
さ
い
」
と
、
私
と
妻
に
叱
ら
れ
て
い
る
毎
日

で
す
。
私
も
小
さ
か
っ
た
時
、
よ
く
親
に
叱
ら
れ
て
い
た

の
で
、
あ
ま
り
叱
っ
て
も
い
け
な
い
か
も
と
思
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
妻
が
中
国
出
身
な
の
で
、
お
金
と
時
間

に
余
裕
が
あ

れ
ば
、
妻
の

故
郷
へ
行
っ

て
見
た
い
と

思
っ
て
い
ま

す
。

　

初
め
ま
し
て
、私
は
、フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
の
ト
マ
ト
ク
リ
ー

ム
パ
ス
タ
で
す
。

　

国
道
1
5
2
号
線
沿
い
、
船
明
の
光
が
丘
中
学
校
北
側

に
あ
る
イ
タ
リ
ア
料
理
店
で
、
看
板 

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

日
々
お
客
様
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
F
e
l
i
c
e
」
と
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
「
幸
福
な
」

と
い
う
意
味
で
、
ク
リ
ー
ミ
ー
な
味
わ
い
で
ご
来
店
い
た

だ
く
皆
様
の
お
口
の
中
を
幸
福
に
導
い
て
い
ま
す
。

　

パ
ス
タ
と
い
え
ば
「
ア
ル
デ
ン
テ
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

こ
ち
ら
も
イ
タ
リ
ア
語
で
「
a 

l 

d
e
n
t
e
」、
意
味

は
歯
ご
た
え
の
あ
る
と
い
う
も
の
で
、
コ
シ
が
あ
る
と
い

う
意
味
合
い
に
近
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
私
共
パ
ス
タ
に
加
え
て
、
ピ
ザ
や
オ
ム

ラ
イ
ス
も
皆
様
を
幸
福
に
導
く
べ
く
、
店
主
が
腕
を
奮
っ

て
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
、
な
か
な
か
外

食
が
厳
し
い
時
節
柄
で
す
が
、
ど
う
か
こ
の
私
の
写
真
を

見
て
来
る
日
に
こ
の
私
の
ク
リ
ー
ム
パ
ス
タ
で
食
の
幸
せ

を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

待
ち
き
れ
な
い
方
は
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
て
是
非
私
を

ご
自
宅
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

フェリーチェ春野建設事業協同組合
村上　和司
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